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　人ロの動き

　6月1日現在
男』5．170（＋4）

女5．252（＋13）

計10．422（＋17）

世帯数2．354（一4）

（）内は前月との比較

叢登徽叢懇嚢獲灘

筆
蓑
　
彗
繰
鵬
　
　
難

　
　
　
　
難

妻

撒

灘
憲　
撒
　
繍
　
　
羅

　
　
懸

　
　
　
き

　
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
薯

灘
溺

擁 灘

癬

　
　
顯

　
　
　

　
　
　

　
　
　
競

鞭　　　
購
粥

　
　
　
　
　

　
　
　
　
灘 鞘

　　　　鞭・謹一欄難・　鰯ii一
　　饗駆　灘　、．．灘　　，，・・顯鍵’灘

難萎繍脚覇，羅嚢
蝿嚢1鰯灘i・・難　・
　　麟縷鍵醗鐵灘灘鑛灘畿騰灘難難翻i灘叢

　　灘難．灘欝麟麟灘機繊鐵難嚢鐡難響灘i灘

　　繊蒙灘灘懸欝謙嚢③

明るい町づくりは
地域ぐるみのスポーツで
6月の休日救急医

　　　　　　　　（急患以外は受付しません）

6月16日山ロ医院TEL2－2174
6月25日庭野医院TEL2－2711
6月50日大島医院TEL2－2957
午前9時から午後5時までの時間を厳守してください。

　
十
六
日
、
県
青
年
大
会
郡
予
選
会

　
　
　
野
球
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
　
中
里
村

　
　
　
剣
道
・
バ
レ
ー
　
　
　
津
南
町

　
　
　
卓
球
　
　
　
　
　
川
西
町

　
二
十
三
日
、
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
南
町

　
勝
ち
抜
い
た
ら
七
月
十
四
日
の
中
越

大
会
（
加
茂
市
）
に
出
場
し
ま
す
。

六
月
の
体
育
行
事

　
こ
の
日
は
四
月
か
ら
新
た
に
加
入
し
た
柔
道
協
会
を
含
め
て
、
四
十
九

年
度
の
行
事
や
計
画
を
た
て
、
特
に
体
育
館
建
設
に
つ
い
て
も
、
近
い
う

ち
に
是
非
実
現
し
て
も
ら
う
よ
う
話
合
い
ま
し
た
。

た五
。月r
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
明
る
い
町
づ
く
り
を
リ
ー
ド
し
よ
う
」
と
去
る

二
十
八
日
、
町
体
育
協
会
で
は
第
一
回
の
常
任
理
事
会
を
開
き
ま
し
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回
き
れ
い
な
水
1

一うまい水

通
水
を
喜
ぶ

赤
岩
の
人
び

　
四
十
八
年
度
事
業
と
し
て
施
行
さ
れ

て
い
た
赤
谷
、
岩
瀬
部
落
の
簡
易
水
道

が
完
成
し
、
部
落
の
方
々
に
重
宝
が
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
早
期
降
雪
が
思
わ
ぬ
大
雪
と
な
っ
た

た
め
、
工
事
は
予
定
よ
り
お
く
れ
た
よ

う
で
す
が
、
雪
消
え
と
と
も
に
各
家
庭

へ
の
通
水
を
開
始
し
、
先
月
二
十
四
日

に
は
、
喜
ぴ
の
通
水
式
を
行
い
ま
し
た
．

　
千
手
、
中
仙
田
、
仁
田
野
口
地
区
に

次
ぐ
簡
易
水
道
の
布
設
と
な
っ
た
赤
岩

地
区
は
、
総
工
事
費
お
よ
そ
四
千
二
百

万
円
、
給
水
世
帯
は
百
二
十
六
戸
、
五

百
二
十
人
の
人
た
ち
が
利
用
す
る
規
模

と

の
も
の
で
す
。

仙
田
地
区
で
は
、
以
前
か
ら
良
．
質
な

飲
料
水
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
部
落
が
多

く
、
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
赤
岩
地
区
で

も
、
飲
料
水
確
保
が
悩
み
の
た
ね
と
な

っ
て
い
ま
し
た
。
幸
い
赤
谷
部
落
か
ら

月
沢
林
道
に
至
る
あ
い
だ
に
ボ
ー
リ
ン

グ
を
し
た
と
こ
ろ
、
良
質
で
豊
富
な
水

量
が
見
つ
か
り
、
こ
こ
に
浄
水
場
を
設

置
し
て
、
各
家
庭
へ
の
通
水
を
し
た
も

の
で
す
。

　
工
事
費
の
内
容
を
み
ま
す
と
、
ボ
ー

リ
ン
グ
や
、
送
水
管
の
布
設
な
ど
の
本

工
事
費
が
約
三
千
八
百
五
十
万
円
、
各

　
　
　
家
庭
の
台
所
へ
の
引
込
み
、
蛇

（
赤
岩
浄
水
場
）

口
の
取
付
け
な
ど
の
流
沫
工
事

が
三
百
五
十
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
財
源
は
、
町
費

（
起
債
）
が
大
部
分
を
し
め
、

国
か
ら
の
補
助
金
、
そ
の
ほ
か

受
益
世
帯
一
戸
当
り
六
万
五
千

円
の
負
担
金
に
よ
り
ま
か
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
水
道
の
普
及
率
は
、
文
化
生

活
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
地
区
の

完
成
に
よ
り
、
町
で
は
五
十
九

パ
ー
セ
ン
ト
近
く
の
水
道
が
普

及
し
ま
し
た
。

　
衛
生
的
な
面
の
改
善
や
、
生

活
環
境
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
、
普
及
率
百
パ
ー
セ
ン
ト
を
め
ざ
し

て
、
今
後
も
水
道
建
設
は
続
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
た
ま
た
ま
今
月
は
水
道
週
間
が
あ
り

ま
し
た
が
、
私
た
ち
の
健
康
で
文
化
的

な
日
常
生
活
を
支
え
る
重
要
な
施
設
と

し
て
の
水
道
を
、
こ
の
機
会
に
改
め
て

見
な
お
し
て
い
た
だ
き
、
大
切
に
、
い

た
わ
り
な
が
ら
利
用
い
た
し
ま
し
よ
．
2

税？・・・・・…減

でもそれは事実です

地
方
税
法
の
改

正
に
よ
り
、
個
人

の
市
町
村
民
税
の

場
合
、
諸
控
除
な

ど
が
引
き
あ
げ
ら

れ
、
か
な
り
の
減

税
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
は
、
著
し

い
物
価
上
昇
や
、

個
人
所
得
の
伸
ぴ

貨
幣
価
値
の
減
少

な
ど
か
ら
と
ら
れ

た
措
置
で
、
今
年

の
課
税
分
か
ら
適
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
諸
控
除
額
の
改
正
な
ど
、
主
な
も
の

を
ひ
ろ
い
だ
し
て
み
ま
し
よ
う
。

　
（
）
内
は
改
正
前
の
額

ω
基
礎
控
除
十
八
万
円
　
　
（
十
六
万

　
円
）

⑨
配
偶
者
控
除
十
八
万
円
　
　
（
十
五

　
万
円
）

の
扶
養
控
除
十
四
万
円
　
　
（
十
二
万

　
円
）

⇔
寡
婦
、
障
害
者
、
老
年
者
、
勤
労
学

　
生
控
除
十
三
万
円
　
　
（
十
二
万
円
）

㈲
老
人
扶
養
控
除
及
ぴ
配
偶
者
の
い
な

　
い
世
帯
の
一
人
目
の
扶
養
控
除
　
十

　
六
万
円
　
　
（
十
四
万
円
）

0
障
害
者
、
未
成
年
者
、
老
年
者
、
寡

　
婦
の
非
課
税
の
範
囲
、
年
所
得
五
十

　
万
円
未
満
　
　
（
四
十
三
万
円
未
満
）

㊦
〕
白
色
申
告
者
の
専
従
者
控
除
限
度
額

　
十
九
万
二
千
五
百
円
（
十
七
万
円
）

　
毎
年
所
得
が
伸
ぴ
て
い
る
た
め
、
減

税
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
実
感
と
し
て
く

み
と
れ
な
い
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す

が
、
こ
れ
を
夫
婦
、
子
供
三
人
の
給
与

所
得
者
を
例
に
試
算
す
る
と
、
次
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。

　
（
年
収
二
百
五
十
万
、
標
準
世
帯
の

場
合
）

　
給
与
所
得
控
除
な
ど
の
控
除
額
は
、

百
四
十
三
万
五
千
円
、
　
（
前
年
百
二
十

七
万
三
千
円
）
と
な
り
、
町
・
県
民
税

額
は
、
五
万
八
千
五
百
円
、
　
（
前
年
七

万
一
千
百
円
）
と
い
う
結
果
で
す
。

　
狂
乱
状
態
で
上
昇
を
続
け
る
昨
今
の

物
価
事
情
の
中
で
、
そ
れ
で
も
税
金
は

お
さ
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
、
と
い
っ

た
ら
少
し
は
気
持
ち
が
安
ら
ぐ
で
し
よ

う
か
？
．

老
人
医
療
費
の

受
給
者
証
を
更

新
し
ま
す

　
老
人
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
、
公

費
で
負
担
す
る
老
人
医
療
費
支
給
制
度

老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展

町
が
生
ん
だ
名
匠
（
彫
刻
）

半
藤
逸
我
展

　と　　 と
町こ午七
総ろ前月き
　　九一ムロ　時日
セ　 か（
ン　ら月
　　午）タ　後二
1　五百
　　時
　　　　　　ま火
　　で）

　
老
人
ク
ラ
ブ
、
公
民
館
、
文
化

財
調
査
審
議
会
、
な
ど
の
主
催
で

す
。
大
勢
の
お
い
で
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

は
、
昭
和
四
十
八
年
一
月
よ
り
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
老
人
医
療
費
受

給
者
証
は
、
毎
年
一
回
書
き
替
え
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
使
用
中

の
も
の
は
、
今
月
三
十
日
で
無
効
に
な

り
ま
す
の
で
、
左
記
の
日
時
に
更
新
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
持
参
す
る
も
の
は
、

①
老
人
医
療
費
受
給
者
証

②
老
人
保
健
手
帳

③
健
康
保
険
証
（
国
保
ま
た
は
社
保
）

で
す
。
　
「
県
老
」
　
「
県
障
」
の
医
療
証

の
人
も
当
日
更
新
し
ま
す
。

期
　
日
　
　
六
月
二
十
九
日

時
　
　
間

場
　
　
所

区
　
　
　
域

午
前
九
時
～
十
二
時

総
合
セ
ン
タ
ー

左
記
以
外
の
千
手
地
区

午
後
一
時
～
　
　
三
時

伊
友
　
高
原
田
　
山
の
根

午
前
九
時
～
十
二
時

上
野
連
絡
所

上
野
地
区

午
前
九
時
～
十
二
時

橘
　
出
張
所

橘
地
区

午
前
九
時
～
十
二
時

仙
田
出
張
所

仙
田
地
区

午
後
二
時
～
　
　
三
時

大
自
倉
公
民
館

白
倉
地
区

語
り
、
つ
ど
う

青
学
へ
ど
う
ぞ

　
い
ま
、
町
の
教
育
委
員
会
で
は
、
四

十
九
年
度
の
青
年
学
級
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
青
年
学
級
は
、
町
に
住
み
向
学
意
欲

に
燃
え
る
青
年
男
女
の
交
流
の
機
関
と

し
て
、
ま
た
、
日
常
問
題
の
研
究
や
、

一
般
的
な
教
養
を
養
い
、
同
じ
悩
み
や

苦
し
み
を
語
り
あ
う
と
こ
ろ
と
し
て
、

毎
年
教
育
委
員
会
が
開
設
す
る
も
の
で

す
。
　
趣
味
や
実
益
な
ど
の
コ
ー
ス
別
学
習

や
、
野
外
活
動
や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
の
仲
間
づ
く
り
な
ど
、
若
い

み
な
さ
ん
に
バ
ラ
エ
テ
ー
に
富
ん
だ
活

躍
の
機
会
を
提
供
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ

り
ま
す
。

　
青
年
の
み
な
さ
ん
の
楽
し
い
つ
ど
い

の
場
と
し
て
、
あ
り
あ
ま
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
発
散
場
所
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

る
青
年
学
級
に
、
あ
な
た
も
参
加
さ
れ

て
は
い
か
が
で
し
よ
う
か
。

　
年
の
途
中
で
も
結
構
で
す
の
で
、
ご

希
望
の
方
は
、
教
育
委
員
会
あ
て
ご
一

報
く
だ
さ
い
。

老
人
福
祉
に

　
　
寄
付
二
件

　
中
屋
敷
の
小
林
源
作
さ
ん
か
ら
、
先

に
な
く
な
ら
れ
た
妻
ト
モ
さ
ん
の
香
典

返
し
と
し
て
、
ま
た
、
田
戸
の
高
橋
三

代
治
さ
ん
か
ら
、
な
く
な
ら
れ
た
母
ト

ミ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
老
人
福
祉
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

レ
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票
〃
“

投
を
　
　
環

　
　
　
　
　
の

日
た
7
な
月
あ
7
に

　
　
　
　
政
，

選
国

院参
は
仏
．
嬰
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
年
四
月
二
十
日
に

行
わ
れ
た
第
一
回
の
選
挙
か
ら
数
え
て

ち
ょ
う
ど
十
回
目
に
当
た
り
ま
す
。

　
こ
の
選
挙
は
、
参
議
院
議
員
の
半
数

に
声
　
　
へ
（
，

　♀；

簑
’
9
望

kVf

建
　
　
．
．

　
菱
、
．

　
　
　
　
ヤ
ヘ

　
　
〃
　
一
ど

、
／
ー
／

　
く
琶

　
ん
で
ぐ
佃
二

一
一
｝
一
一
，
一
．

離羅ぎ違
だ，・　㌃』．‘少

　　り　　　　　　戸＾＝
　　　　　　　　　　　　一一．二一　　　　∈

　碑一武・

　　　　　　　さあ，よく見，よく調べて買いましょう

の
任
期
満
了
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
通
常

選
挙
で
あ
り
、
地
方
選
出
議
員
七
十
六

人
（
本
県
は
二
人
）
、
全
国
選
出
議
員

五
十
四
人
（
う
ち
四
人
が
三
年
任
期
）

を
選
ぶ
、
た
い
せ
つ
な
選
挙
で
す
。

　
前
回
の
知
事
選
に
お
け
る
町
の
投
票

投
票
所
変
更
と
時
間
の
繰
上
げ

第 第 第 第 第 第
十 十 十 十 投
六 五 四 三 七 一 票
投 投 投 投 投 投 区

票 票 票 票 票 票 名
区 区 区 区 区 区

大 高 仙 白 橘 総
倉
集
会

倉
小
学
、

田
ノ
」
・
学

倉
ノ
」
￥
学

保
育

△
ロ
セ
投
票

所 校 校 校 園 ン の
ノ」・

脇
タ 場
所

分 1
校

大 高
ノ」、

大 野 中 町区
倉 倉 脇 白 口 中島 内域

倉
一 働
仁

屋町
敷～ （内部のノ」￥

田 ■

落
白 o 寺 ）
倉 塩 尾 名
辛

午前7時～ 午前7時 時投
～

午後6時 午後7時 間票

※

太
字
が
投
票
所
変
更
と
投
票
時
間
繰
上
げ
の
関
係
で
す
。

こ
の
区
域
以
外
は
、
従
来
ど
お
り
の
投
票
所
へ
午
前
七
時
か
ら
午
後
七
時
ま

で
の
間
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

率
は
、
低
調
と
い
わ
れ
な
が
ら
も
、
有

権
者
の
県
政
に
対
す
る
深
い
関
心
に
よ

っ
て
県
平
均
を
大
幅
に
上
ま
わ
る
八
O

・
一
八
％
の
好
成
績
で
し
た
。
投
票
率

だ
け
が
す
べ
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

過
去
、
参
院
選
は
関
心
が
う
す
い
と
い

わ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
乙
れ
ま
で
の
イ

メ
ー
ジ
を
一
掃
す
る
よ
う
、
積
極
的
な

投
票
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

囹
投
票
で
ぎ
る
人

　
満
二
十
歳
（
昭
和
二
十
九
年
七
月
八

日
以
前
に
出
生
し
た
者
）
以
上
の
日
本

国
民
は
、
す
べ
て
選
挙
権
を
も
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
な
い
と
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

　
川
西
町
か
ら
他
の
市
町
村
へ
転
出
し

た
人
、
ま
た
、
他
の
市
町
村
か
ら
転
入

し
た
人
で
あ
っ
て
も
、
い
っ
た
ん
名
簿

に
登
録
さ
れ
た
人
は
、
登
録
さ
れ
た
市

町
村
で
投
票
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

囹
投
票
時
間
が
延
長

午
前
七
時
か
ら

午
後
七
時
ま
で

　
こ
れ
ま
で
の
選
挙
で
は
、
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
が
通
常
の
投
票
時

間
で
し
た
。
が
、
今
回
の
選
挙
は
、
こ

れ
を
一
時
間
延
長
し
て
、
投
票
所
を
閉

じ
る
時
刻
を
午
後
七
時
と
し
ま
し
た
。

　
た
だ
し
、
今
度
の
場
合
も
、
一
部
に

投
票
時
間
の
繰
上
げ
が
あ
り
、
上
の
表

の
よ
う
に
、
投
票
場
所
の
変
更
と
と
も

に
繰
上
げ
時
間
を
お
伝
え
し
ま
す
か
ら

関
係
区
域
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

圃
投
票
は
地
方
区
・

全
国
区
の
二
種
類

　
で
す

　
投
票
は
、
地
方
選
出
議
員
選
挙
と
全

国
選
出
議
員
選
挙
の
二
種
類
が
同
日
に

行
わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
方
選

出
議
員
選
挙
の
投
票
用
紙
に
全
国
選
出

議
員
候
補
者
の
氏
名
を
書
い
た
り
、
そ

の
逆
の
場
合
い
ず
れ
も
無
効
と
な
る
乙

と
を
ご
承
知
に
な
っ
て
、
間
違
い
の
な

い
よ
う
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

・
投
票
用
紙
の
色

　
　
　
　
　
投
票
の
順
序

　
地
方
区
は
薄
黄
色
の
用
紙
に
黒
色
イ

ン
ク
、
全
国
区
は
白
色
の
用
紙
に
赤
色

の
イ
ン
ク
で
そ
れ
ぞ
れ
印
刷
し
て
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
投
票
の
順
序
は
、
地
方

区
が
先
、
全
国
区
は
あ
と
で
す
。

圃
不
在
者
投
票
は

　
　
　
　
　
早
め
に

　
次
の
事
項
に
該
当
す
る
方
は
、
不
在

者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

t
選
挙
当
日
、
投
票
区
域
外
で
職
務

　
ま
た
は
業
務
に
従
事
中
の
人

2
や
む
を
得
な
い
用
務
や
事
故
で
、

　
町
外
に
旅
行
ま
た
は
滞
在
す
る
た
め

　
当
日
、
投
票
所
へ
行
け
な
い
人

a
　
病
気
や
ケ
ガ
の
た
め
歩
く
の
が
著

　
し
く
困
難
で
あ
る
人
（
自
宅
等
で
動

　
け
な
い
人
動
か
せ
な
い
人
は
除
く
）

　
以
上
に
該
当
す
る
方
は
、
公
示
日
か

ら
投
票
の
前
日
（
六
月
十
四
日
か
ら
七

月
六
日
）
ま
で
、
直
接
ま
た
は
郵
便
で

投
票
用
紙
と
不
在
者
投
票
用
封
筒
の
交

付
を
請
求
し
、
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

　
出
か
せ
ぎ
先
等
か
ら
郵
便
で
請
求
す

る
場
合
、
往
復
の
日
数
が
か
か
り
ま
す

の
で
、
早
め
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い

　
ほ
か
に
、
不
明
の
点
は
、
選
挙
管
理

委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
ね
が
い
ま
す

囹
明
る
い
選
挙
を

　
い
た
し
ま
し
よ
う

こ
の
選
挙
が
、
明
る
い
選
挙
で
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
よ
う
、
川
西
町
明
る
い

選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
有
線
放
送
、

広
報
車
、
チ
ラ
シ
な
ど
を
利
用
し
て
広

く
有
権
者
に
よ
ぴ
か
け
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
と
か
く
選
挙
期
間
中
は
、
義
理
人
情

に
か
ら
ま
せ
て
有
権
者
を
ま
き
こ
も
う

と
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
が
、
主
人
公

は
自
分
自
身
で
す
。
自
分
で
考
え
、
自

分
で
決
め
て
、
自
信
を
も
っ
て
投
票
い

た
し
ま
し
よ
う
。

お
め
で
と
う

　
　
　
　
藤
　
巻

　
勲
五
等
双
光
旭
日
章
に
輝
く
、
藤

巻
力
雄
先
生
の
叙
勲
祝
賀
会
が
、
先

月
二
十
三
日
に
あ
り
ま
し
た
。

生

　
ツ
ル
ツ
ル
頭
に
白
髪
の
ヒ
ゲ
は
、

だ
れ
し
も
ご
存
知
、
八
十
歳
と
は
い

え
ま
だ
ま
だ
か
く
し
や
く
の
先
生
、

毎
日
の
体
操
と
節
食
が
健

康
を
保
つ
秘
け
つ
と
か
。

　
子
供
の
こ
ろ
「
人
に
あ

て
に
さ
れ
る
人
間
に
な
れ
」

と
教
わ
っ
た
こ
と
ば
が
忘

れ
ら
れ
ず
、
以
後
ず
っ
と

こ
れ
を
信
条
と
し
て
こ
ら

れ
た
と
い
う
。

　
町
医
療
に
尽
さ
れ
て
五

十
有
余
年
。
ま
さ
に
人
ぴ

と
か
ら
あ
て
に
さ
れ
続
け

の
歳
月
で
あ
っ
た
こ
と
で

し
よ
う
。

　
本
当
に
ご
苦
労
さ
ま
で

し
た
。

　
ゆ
っ
く
り
と
ご
休
心
で

き
る
ゆ
と
り
も
な
い
こ
と

で
し
よ
う
が
　
先
生
を
あ

て
に
し
続
け
る
大
勢
の
町

民
の
た
め
に
、
　
つ
い
つ

ま
で
も
ご
壮
健
で
。
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児
童
手
当

受
給
者
は

現
況
届
け
を

　
児
童
手
当
の
受
給
者
は
、
毎
年
六
月

に
「
現
況
届
け
」
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
児
童
手
当
制
度
は
、
児
童
を
養
育
し

て
い
る
者
に
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
〃
家
庭
に
お
け
る
生
活
の
安

定
〃
と
〃
次
の
社
会
を
に
な
う
児
童
の

健
全
な
育
成
と
資
質
の
向
上
〃
の
ふ
た

つ
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
受
給
者
は
、
六
月
一
日
現
在
の

職
業
、
加
入
し
て
い
る
年
金
の
名
称
、

昭
和
四
十
八
年
取
得
状
況
に
つ
い
て
、

『
閣
ー
ミ
ミ
皐
亀
ミ
ミ
亀
亀
、
ミ
、
ロ
ー
、
、
、
ミ
隔
』

解
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

創眉〃〃一8
卿
の
の
。
ん
々
人
日

｝
倉
村
た
さ
方
の
　
　
8

一

一
　
国
ま
英
中
部
か

川
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8

謬口

現
況
届
け
を
今
月
二
十
五
日
ま
で
に
社

会
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
け
を
し
て
い
た
だ
か
な
い
と

六
月
分
以
降
の
手
当
の
支
払
い
が
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
．

ご
利
用
く
だ
さ
い

セ
ン
タ
ー
の
図
書

　
総
合
セ
ン
タ
ー
の
完
成
と
と
も
に
、

セ
ン
タ
ー
内
に
立
派
な
図
書
室
が
完
備

し
、
み
な
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
隻

　
こ
の
機
会
に
公
民
館
で
は
、
今
ま
で

各
地
区
の
出
張
所
な
ど
に
保
管
さ
れ
て

い
た
書
籍
類
を
全
部
こ
の
図
書
室
に
集

め
、
整
理
し
ま
し
た
。
今
後
も
充
実
す

る
考
え
で
す
が
、
書
棚
に
は
ビ
ッ
シ
リ

と
な
ら
べ
て
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

川
崎
先
生
か
ら

　
　
　
「
勝
海
舟
」
の
寄
贈

⑳
雛
⑳
雛

ら
擁
譲
罷
酬
瑳
誌
顯

樂
躍
書
籍
を
寄
贈
し
て
い
た
縣

謙
㍊
灘
難
雑
騰
顯

蔽
漏
羅
難
杁
臨
罐
罷
て
⑳
顯

榊
讃
麟
鞭
膓
驚
遡
碁
（
◎
◎
縣

な
幣
羅
長
よ
り
「
わ
た
く
歯
顯

助
誰
醜
鮨
轄
灘
一
甦
翻
（
◎
◎
翻

贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
い
ず
れ
も
図
書
室
へ
備
え
て
あ
り
ま

す
。
大
勢
の
方
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

＝
3
＝
3
3
＝
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3
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＝
＝
＝
3
一
9

難
羅
懲
瞬
蕪

　
　
　
　
覧
　
亀
　
も
　
し
　
も
　
、
　
覧
　
亀
　
魁
　
、
　
臨
　
も
　
も
　
亀
　
も
　
、
　
、
　
、
　
、
　
覧
　
亀
　
も
　
、
　
覧
　
覧
　
亀
　
覧
　
、
　
も
　
、
　
馬
　
鮎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
◎
顯

　
　
　
　
た
か
さ
ご
ー
ご
円
満
に
⑳
顯

ワ　ずダダノノベコワ　グノノノノロロノノノノノ　ワロノノノゴノロベロワダダグダご
ヤ

ミ

i　初夏の1日・高倉の
1松葉平では、国際村の
1交換会がありました。
！　女優の村松英子さん
ミ

iや各界で活躍中の方々
1など大勢が、部落の人
ミ
ヤ

1たちとなごやかな1日
1　　　　“
ミ　を過こしました。
、
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新新新新新新新新新新
婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎

清
水
克
治

清
水
美
代
子

南
雲
瑞
男

佐
藤
美
知
子

樋樋太井児上
口口田川玉村

恵法勝幸喜
美子幸子芳

赫
か
蕊
雛

総
か
蕊
顯

仕
日
野
・
◎
◎
顯

蜥
町
雑
あ
顯

君
叢
羅
蕊
翻

整　柳小南丸須須
　　林雲山藤藤
　さ幸蒔茂好正愛憲
雄代夫美夫子二

太
田
ヨ
ネ
子

廣
田
幸
夫

廣
田
ひ
ろ
子

佐
藤
秀
夫

佐
藤
良
子

藤
巻
日
出
男

中
條
マ
サ
子

数
藤
喜
一

大
矢
弘
子

鈴
木
栄
一

庭
野
千
恵
子

下
原
下
原
か
ら

東
善
寺

＋
日
町
か
ら

高
原
田

＋
日
町
か
ら

霜
條
沖
立
か
ら

学
校
町

学
校
町
か
ら

神
社
町

神
社
町
か
ら

塩
辛
仁
田
か
ら

学
校
町

小
千
谷
か
ら

山
野
田

＋
日
町
か
ら

平
野
　
一
美
山
野
田

村
山
　
キ
チ
　
十
日
町
か
ら

高
橋
　
富
治
　
大
白
倉

「
高
野
　
キ
ノ
　
十
日
町
か
ら

上
村
功
一
上
野

田
邊
栄
子
　
小
千
谷
か
ら

高
橋
要
一
坪
山

丸
山
和
江
　
霜
條
か
ら

小
川
　
勉
赤
谷

金
子
千
恵
子
　
上
越
市
か
ら

宮
　
　
昌
平
　
発
電
所
通
り

心
臓
品
　
寛
子
発
電
所
通
か
ら

平
野
勝
一
中
島
町

前
澤
　
伸
子
　
柏
崎
市
か
ら

高
橋
良
二
赤
谷

佐
藤
千
枝
子
　
十
日
町
か
ら

中
島
和
雄
中
島
町

蕪
木
　
清
子
　
十
日
町
か
ら

う
ぶ
声
1
お
す
こ
や
か
に

内高根村森
山橋津越

玲準武和文
香一一子穂

一穴一～～

嘉
雄
長
女

秀
一
長
女

新
一
郎
長
男

直
孝
長
男

幸
平
長
女

上赤原野栄

野谷田口町

ゴヒ中大高水
村村塚橋品

吉繁恵憲京
弘之里二子

中
村
ま
り
子

秦
野
利
彦

丸
山
と
し
恵

金
子
直
美

高
山
佳
美

野
上
さ
な
え

小
林
奈
奈
子

順忠　和重政益吉　三芳達
一義茂男一雄雄司勉郎造義

長長二長長二長長三長二長
女女女女女：男女男男女男女
　　発　　　　　　　　 伊新
学上電元野上大四坪高勢町
校所　 白郎原平新町町通町口野倉兼山田治田

昇
天
1
ご
め
い
福
を
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

一
一
、
入
札
期
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
　
四
十
九
年
七
月
一
日
～
十
日
　
　
》

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

　
の
間
の
予
定
　
　
　
　
　
　
》

三
、
入
札
場
所
　
　
　
W

　
　
川
西
町
役
場
叉
は
現
地
　
　

四
、
入
札
資
格
　
一
般
町
民

募
他
　
　
　

　
　
入
札
希
望
者
は
、
今
月
二
十

五
日
ま
で
に
役
場
企
要
へ
ご
㈹

　
連
絡
く
だ
さ
い
。
現
場
説
明
、
　
　
》

　
入
札
な
ど
の
日
時
を
決
定
し
だ
、

　
い
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ヒ
く

　
登
坂
齋
木

　
卜
H

　
ノ
ノ
中
條
相
崎

　
太
田

　
　
　
　
松
栄

　
　
　
　
義
平

　
　
　
　
豊
作

　
　
　
　
信
義

　
　
　
　
甚
作

　
　
　
　
由
松

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
谷

　
　
　
　
　
　
　
　
神
社
町

　
　
　
　
　
　
　
　
上
野

　
　
　
　
　
　
　
　
室
島

　
　
　
　
　
　
　
　
沖
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田
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沖
立

　
　
　
　
　
　
　
　
鶴
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
小
白
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
田
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
木
島

　
星
名
美
弥
太
郎

　
渡
邊

　
田
中

　
高
橋

　
南
雲

　
　
　
　
忠
作

　
　
　
　
マ
ス

　
　
　
　
ト
ミ

　
　
　
　
ヒ
テ

納
税
メ
モ

今
月
は

　
　
町
・
県
民
税

　
　
　
　
　
　
の
納
期
で
す
。

　
町
・
県
民
税
は
、
町
内
に
住
居

を
有
す
る
成
人
に
対
し
て
、
均
等

割
額
、
所
得
割
額
、
ま
た
は
両
方

の
合
算
額
に
よ
り
課
税
さ
れ
ま
す
℃

　
均
等
割
額
（
町
三
百
円
・
県
百

円
）
は
、
一
般
的
に
は
夫
と
同
居

の
妻
、
未
成
年
者
、
寡
婦
、
障
害

者
、
六
十
五
歳
以
上
の
人
に
は
課

税
さ
れ
ま
せ
ん
。
　
（
所
得
額
が
多

い
と
課
税
さ
れ
ま
す
。
）

　
所
得
割
額
は
、
総
所
得
金
額
か

ら
所
定
の
控
除
を
し
た
残
額
に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
ご
と
の

税
率
に
よ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

鼠
イ
　
S
／
》
　
2
》
》
》
》
》
》
》
　
2
》
》
》
》
》
ラ
》
》
2
》
2
》
》
r
き

　
　
入
札
公
告

　
左
記
に
よ
り
一
般
競
争
入
札
を

行
い
ま
す
。

一
、
対
象
物
件

　
ω
　
旧
仙
田
小
学
校
校
舎
（
大

　
　
字
室
島
乙
一
、
O
O
一
一
ー
甲
）

　
　
木
造
二
階
建
て

　
　
一
、
一
四
九
㎡
（
三
四
七
坪
）

鶴舞

　か
づヲ謄

壇レ

　
　
　
　
　
　
太
田
白
南
風
選

　
　
　
　
　
小
白
倉
　
江
口
凡
石

あ
さ
ず
き
の
畑
に
巣
立
ち
て
雲
雀
の
子

麦
畑
の
ま
ん
中
に
あ
り
雲
雀
の
巣

穂
揃
い
の
麦
畑
つ
づ
き
雲
雀
と
ぶ

馬
鈴
薯
の
手
入
れ
し
き
り
に
雲
雀
鳴
く

　
　
　
　
　
小
白
倉
片
桐
玉
章

温
泉
の
宿
の
名
の
傘
を
干
し
五
月
晴

朝
雨
の
晴
れ
し
広
野
や
揚
雲
雀

早
乙
女
の
す
げ
笠
そ
ろ
い
植
え
進
む

　
　
　
　
　
　
松
風
園
南
雲
文
峯

花
の
什
心
捕
え
黒
蝶
密
を
吸
う

新
緑
の
雑
木
続
き
や
さ
え
ず
れ
る

　
　
　
　
　
　
岩
瀬
登
坂
正
平

爺
様
の
か
む
る
大
き
な
田
植
笠

早
苗
と
り
折
々
畦
の
子
を
あ
や
し




